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※役場福祉課窓口での申請も可能ですが、新型コロナウイルス感染拡大防止の      
  ため、郵送申請またはオンライン申請にご協力ください。
　やむを得ない場合に限り、窓口における申請も可能です。

○受付時間：午前８時35分～午後５時５分（土・日・祝日を除く。）

特別定額給付金のご案内

新型コロナウイルス感染症緊急支援対策

給付対象者 給付金額 申請 ・ 受給者

基準日である

令和２年４月27日
に住民基本台帳に記録

されている方

対象者１人につき

１０万円

原則として
基準日 （４月27日） 現在の

世帯主

新型コロナウイルス感染症の影響に対する支援の一覧
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すべての皆さんに 特別定額給付金
住民基本台帳に記録されている全国すべての方
に対して、 迅速かつ的確に家計への支援を行う
ため、 １人につき10万円を給付します。

役場福祉課福祉担当
☎25-2141( 内線142）

1人につき

１０万円１０万円

子育て世帯への支援
子育て世帯への
臨時特別給付金

児童手当 （本則給付） を受給する世帯に対し、
対象児童１人につき 1 万円を支給します。

役場福祉課福祉担当
☎25-2141( 内線142）

業務や通勤などで
発症した

労災保険の休業
補償

業務又は通勤に起因して新型コロナウイルスを
発症したものであると認められる場合には労災
保険給付の対象となります。

帯広労働基準監督署
総合労働相談コーナー
☎015-597-1242

感染 ・ 感染の疑いで
無給や減給になった

国民健康保険等の
傷病手当金の支給

新型コロナウイルスに感染したり感染が疑われたりして無給や減
給になった場合に、 国民健康保険、 後期高齢者医療の傷病手当
金を受け取れる場合があります。

役場住民課保険担当
☎25-2141( 内線215）

収入減で家賃が払え
ない

住居確保給付金
の支給対象範囲
拡大

休業等による収入減少で住居を失うおそれのある方に対し、 家
賃相当額 ( 上限あり ) を支給します。 ※離職 ・ 廃業後２年以内 
/ 給与等を得る機会が該当個人の責に帰すべき理由 ・ 都合によ
らずに減少し、 離職や廃業と同程度の状況にある人

とかち生活あんしんセンター
☎0155-66-7112

道営住宅の提供
新型コロナウイルス感染症の影響による雇用先からの解雇に伴い、
現に居住している社宅などから退去を余儀なくされる方または
その同居親族に該当する方に道営住宅を提供します。

十勝総合振興局帯広建設管
理部建設行政室建設指導課
☎0155-26-9050

収入減で学費等が払
えない

学生支援緊急給
付金

家庭から自立してアルバイト収入により学費等を
賄っている方で、 アルバイト収入が大幅に減少し、
修学の継続が困難になっている学生等に一人に
つき10万円を給付します。

在学校の担当窓口

高等教育修学支
援新制度

予期できない事由により家計が急変し、 世帯 （父母等） の収入
が減った場合、 授業料等減免や給付型奨学金の対象となる場合
があります。

独） 日本学生支援機構
奨学金相談センター
☎0570-666-301

高校生等奨学給
付金
（道立高校・ 私立高校）

家計急変世帯に対して、 授業料等以外の教育に必要な経費を給
付します。

道立 ： 教育庁高等教育課
☎011-204-5760

私立 ： 北海道庁学事課
☎011-204-5066

休業 ・ 失業等で生活
資金に不安
生活福祉資金の貸付

緊急小口資金
主に休業された方等向け

町社会福祉協議会
☎28-0722

厚生労働省 緊急小口資金 ・  
総合支援資金相談コールセ
ンター
☎0120-46-1999

総合支援資金
（生活支援費）

主に休業された方等向け

据置期間 ： 貸付日から１年以内
返済期間 ： 据置期間経過後２年以内

据置期間 ： 貸付日から１年以内
返済期間 ： 据置期間経過後10年以内

納税が今は厳しい 納税の猶予
（町税 ・ 道税 ・ 国税等）

町税や道税、 国税について期限内に納税ができない場合は、 納
税の猶予が適用される場合があります。

町税 ： 役場住民課収納担当
☎25-2141( 内線237）

道税：十勝総合振興局課税課・
　　　　納税課
☎0155-27-8533

国税 ： 札幌国税局猶予相談
　　　　センター
☎0120-291-675

保険料 （税） 等の減
免を受けたい

国民年金保険料、
国 保 税、 後 期 高
齢者医療保険料、
介護保険料の減
免

新型コロナウイルスの影響で収入が減少し支払が困難になった
方は、 申請により各種保険料 （税） の減免が適用される場合が
あります。

国民年金 ： 役場住民課戸籍
年金担当
☎25-2141( 内線212）

国保税、 後期高齢者医療保
険料 ： 役場住民課保険担当
☎25-2141( 内線215）

介護保険料 ： 役場福祉課 介
護保険担当
☎25-2141 （内線138) 

水道料金等の支払い
が厳しい

上下水道料金の
支払い猶予

支払いが困難になった方を対象に支払いの猶予が適用できる場
合があります。

役場建設課
上下水道業務担当
☎25-2141( 内線353）

児童1人につき

１万円１万円

平均賃金の

80％80％補償

1人につき

１０万円１０万円

最大

2０万円2０万円

単身世帯

月1515万円

　　　　　以内

複数世帯

月2020万円

　　　　　以内

申
請
方
法

①郵送申請方式

　町より送付の申請書に必用事項を記入し、返信用封筒にて提出してくだ
さい。
　申請書の裏面に申請者本人の証明（運転免許証・マイナンバーカード・
健康保険証等の写し）、振込先口座の確認書類（通帳・キャッシュカード
の写し）を添付してください。

　政府が運営する web サイトのマイナポータルの「ぴったりサービス」か
ら世帯員の情報や振込先口座等を入力し、オンライン申請してください。
　※ IC カードリーダ（PC ご利用の場合）またはマイナンバーカード読み
　　取り機能に対応したスマートフォンが必要です。
　※町は５月１日よりオンライン申請の受け付けをしております。

②オンライン申請方式

※マイナンバーカードを所持
する世帯主が利用可能です

　国の「新型コロナウイルス感染症緊急経済対策」として、町民１人につき10万円を給付する特別
定額給付金事業が実施されています。
　5月15日以降、町から世帯主（申請・受給者）あてに、世帯員の情報を印字した申請書が送付され
ています。本特集では事業の内容や申請方法についてお知らせします。
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乾
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本
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き
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よ
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取
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し
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す
（
別
売
）。

青いボタンを押すと録
音内容を再生できます。

電源ランプ　録音ランプ

選局「＋」「－」で選
択できます。

チャンネルは「ＣＨ０１」
でご利用ください。

町 の 財 政 状 況（令和２年３月31日現在）
令和元年度予算の執行状況をお知らせします。

【職員費】　�特別職 ・一般職の給与などの経費

です。

【公債費】　借入金の返済金、 利子など

【土木費】　�道路改良、 公営住宅の建設などの

経費です。

【民生費】　�幼児や高齢者、 障がい者を援護す

るための経費です。

【農林水産業費】　�農業基盤整備や農林業振興

のための経費です。

【総務費】　�庁舎の管理 ・運営、 徴税 ・戸籍関

係事務などのための経費です。

【衛生費】　�予防接種やごみを処理するための

経費です。

【教育費】　�小 ・中学校の管理や生涯学習推進

などの経費です。

一般会計

企業会計の収支状況 特別会計の収支状況

歳入収入済額　７７億０，３３４万３千円
執行率　７６．１％

歳出支出済額　８７億８，４１４万８千円
執行率　８６.８％

上水道事業

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出
予 算 額 1億7,528万8千円 1億1,136万3千円
収入済額 1億7,259万7千円 6,050万4千円
支出済額 1億4,296万7千円 1億0,970万3千円

病 院 事 業

収益的収入及び支出 資本的収入及び支出
予 算 額 12億0,462万1千円 1億1,429万3千円
収入済額 11億1,153万2千円 8,320万9千円
支出済額 11億0,657万2千円 1億1,034万8千円

会 計 名 予 算 額 収入済額 支出済額

国民健康保険事業 9億5,492万8千円 7億9,873万4千円 8億4,074万6千円

簡 易 水 道 7,884万3千円 972万3千円 7,150万8千円

公共下水道事業 5億7,655万2千円 1億8,853万0千円 4億3,907万3千円

介 護 保 険 9億3,399万4千円 7億8,824万1千円 8億1,203万9千円

介護ｻｰ ﾋ ﾞ ｽ事業 3億0,108万5千円 1億6,620万4千円 2億8,521万3千円

後期高齢者医療 1億2,287万4千円 1億1,654万9千円 1億2,103万5千円

資源ごみ処理等 8,846万9千円 8,850万2千円 8,162万7千円

　会計年度は４月１日から３月31日までですが、出納整理期間が５月31日まであり、この間にもお金の

出し入れがあるため、この数値は決算額とは異なります。

【地方交付税】　�国税 （所得税、 法人税、 酒税、 消費

税など） の一部から、 町の財政状況

に応じて交付されるお金です。

【町税】　皆さんが納めた税金です。

【国庫支出金】　�町の特定の事務 ・事業に対して国か

らくるお金です。

【道支出金】　�町が行う事務 ・事業に対して、 北海道

からくるお金です。

【諸収入】　預金利子、 貸付元利収入など

【町債】　�多額の資金を必要とする事業を早く完了する

ため、 国や銀行などから借り入れするお金で

す。

【使用料及び手数料】　�公共施設の使用料や各種行政

サービスに関する利用手数料

などのお金です。

【財産収入】　�町の財産の貸し付け、 または売り払い

等によるお金です。
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新型コロナウイルス感染拡大防止
に係るご寄付・ご寄贈ありがとうご
ざいます

マイナンバー通知カード廃止後もマ
イナンバーカードの申請は引き続き
可能です！

母子手帳の交付を受ける方へ
マイナンバー通知カードが廃止されたため、母子手帳発行時の確認書類が変更
になりました

　　

健康川柳を募集します
今年の作品テーマ　「健康づくり」

・道東建設工業㈱（辻泰治代表取締役）

学童保育所へ弁当無償提供

・町づくり女性ネットワーク（村上勇子代表）

特別養護老人ホームほかへ手作りマスク寄付

・斉藤井出建設㈱（斉藤和之代表取締役）

学童保育所へ弁当無償提供

・㈱木村建設（木村祥悟代表取締役）

役場窓口用パーテーション台座寄付

・町農業協同組合（新津賀庸代表理事組合長）

学童保育所へいちご無償提供

・婦人ボランティアクラブ（渡部美子会長）

手作りマスク寄付

・商工会青年部（山下侑他部長）

認定こども園ほか保育施設へ消毒液寄付

・真鍋正之さん (札幌市）

町内医療・介護事業所に不織布マスク寄付

　　　　 ほか

詳　細　役場総務課情報管理担当

　　☎２５－２１４１　内線３３２詳　細　役場福祉課保健推進担当　　　☎２５－２５７１

自宅で「フレイル予防」の体操を行
いませんか？

応募・詳細　役場福祉課保健推進担当

　　☎２５－２５７１　FAX ２５－９２０１

メール：hsuishin@town.ashoro.hokkaido.jp

　長期に渡る外出自粛などにより「動かない生

活」が続くと、生活不活発となり健康への影響

が危惧されます。特に高齢の方はフレイル（虚

弱）になることで、疲れやすくなったり、歩く

ことや身の周りのことが行いにくくなり、体の

回復力や抵抗力も低下します。�

　フレイルを予防するため自宅で取り組める体

操をご紹介いたします。

１. 「ニコニコ体操」

　町が作成したオリジナル体操

です。楽しく、気持ちよく、無

理なく続けられる内容で、座っ

て行うこともできます。

２. 「いきいき百歳体操」

　高知市が開発した、筋力アップを目的とした

体操です。おもりを使い、椅子に座って行います。

「ニコニコ体操」「いきいき百歳体操」とも、

希望される方にはＤＶＤを無料で配布いたします。

●マイナンバーを証明するための「通知カード」

の新規発行等の手続きは、令和２年５月25日に

廃止されましたが、マイナンバーカードの申請

は引き続き可能です。

●通知カード廃止後であっても、通知カードに

同封された交付申請書をお持ちの場合は、スマ

ホやパソコンでマイナンバーカードのオンライ

ン交付申請が可能です。

（改姓や転居等で通知カードの記載事項に変更

がある場合でも可能です）

●通知カードに同封された交付申請書を紛失さ

れている場合でも

(1)�ＱＲコード付きの交付申請書をお住まいの

市区町村で入手し、オンライン交付申請をする

ことができます。

(2)�専用サイトから手書き用の交付申請書をダ

ウンロードした上で、郵送による交付申請をす

ることも可能です。

５月25日以降の通知カードの取り扱いについて

●通知カードをお持ちの場合、通知カードに記

載された氏名、住所等が住民票に記載されてい

る事項と一致しているときは、引き続き通知カ

ードをマイナンバーを証明する書類として使用

できます。

●５月25日以後、氏名、住所等の記載事項の変

更がある方は、マイナンバーカードまたはマイ

ナンバーが記載された住民票の写し若しくは住

民票記載事項証明書でマイナンバーの証明が可

能です。

対 象 個人番号の確認 身元の確認

必要
書類

マイナンバーをお持ちの方 マイナンバーカード（１枚で両方の確認ができます）

マイナンバー通知カードの記載事項に
変更がない
または５月25日までに記載事項変更手
続きが済んでいる場合

マイナンバー通知カード
免許証
パスポートなど
身元確認ができるものマイナンバー通知カードの記載事項に

変更があり手続きが済んでいないまた
は５月25日以降に住所変更をした場合

住民票の写し
又は住民票記載事項証明書

マイナンバーカードの受け取りの際
は予約をお願いします

　令和２年５月25日、デジタル手続法の施行に伴い、マイナンバー通知カードが廃止されたため

母子手帳発行時の持ち物を下記の通りとします。

●届出時の持ち物　

詳　細　役場福祉課地域包括支援センター

　　　　☎２５－９２００

詳細・申込先　役場住民課戸籍年金担当

　　☎２５－２１４１　内線２１１

　マイナンバーカードの交付

申請をされた方には、受け取

りに関するハガキを送付して

います。

　マイナンバーカードの受け

取りには、顔認証システムを

用いた本人確認等を含めて、お一人様20分程度

の時間がかかります。お客様の待ち時間短縮と

カードをスムーズにお渡し出来るよう予約を受

け付けておりますので、下記まで受け取りの日

時をご連絡くださいますようお願いいたします。

電話受付および受取時間

平日　午前８時35分から午後５時５分

　皆さんの健康づくりに関する川柳

を募集します。ご自身やご家族の健

康への取り組みや気持ち等を、川柳

で表現してみませんか？

応募資格　町民（年齢制限はありません）

募集期間　６月12日から７月17日まで

応募方法　①川柳作品と読み仮名（１人１作品

に限る）②住所③氏名④年齢⑤電話番号（作品

発表時、匿名希望の場合はペンネーム）をご記

入の上、官製はがき、ファクス、メールで送付、

または福祉課窓口に設置している応募箱までお

持ちください（応募用紙は応募箱の場所に一緒

に設置しています）。

※自作・未発表のものに限ります

※応募作品は返却しません

作品発表　９月30日から10月15日町民センター

実施予定の「健康づくりロビー展」にて

※応募作品は町民の皆さんの健康意識の啓発に

使用することをご了承ください。

※入賞された方には、表彰状ならびに町商工会

商品券を贈呈いたします。

※やむを得ない理由により代理人の方が届け出される場合は、妊婦本人の個人番号提示の他、

代理人の身元確認および委任状の提出が必要です。

●発行方法　　必ず役場福祉課へ事前に取りに行く日を連絡してください。

※お手数ですが、用意しておく書類がありますので事前連絡をお願いします。

発行には書類記入、体調確認等で30分～１時間程度かかります。

●場　　　所　　役場　１階　福祉課　保健推進担当（役場正面玄関より左へ）

●対応時間　　平日　午前８時35分～午後５時５分

（マイナンバー通知カード）

こ
の
部
分
が
交
付
申
請
書

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info

お知らせ

Ashoro

Info



詳　細　　役場総務課情報管理担当　　　☎２５－２１４１内線３３２

※マイナポイントの予約者数が予算の上限に達した場合には、マイナポイントの予約を締め切る場合があります。

平日：午前9時30分～午後8時／土日祝：午前9時30分～午後5時30分
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広報あしょろ992020. ６

広報あしょろ

８月から国民健康保険被保険者証
                 （兼高齢受給者証）が切り替わります！

　国民健康保険に加入している方に現在交付している「国民健康保険被保険者証」（以下「保険証」）
と70歳から74歳までの方に現在交付している「国民健康保険高齢受給者証」（以下「高齢受給者証」）
は７月31日が有効期限となっており、１年ごとに更新しています。
　８月から使用できる新しい「保険証」「高齢受給者証」は、７月末までに各家庭に郵送します。
新しい「保険証」が届きましたら、住所・氏名・生年月日等の記載内容を必ずご確認ください。

高齢受給者証の窓口負担割合

区　分 窓口負担割合

住民税の課税標準額が１４５万円未満の方 ２割

住民税の課税標準額が１４５万円以上の方（現役並み所得者） ３割

※現役並み所得者と判定された場合に、総収入額が基準収入額に当てはまる方については、申請により窓

口負担割合が２割になります。

詳　細　役場住民課保険担当　☎２５－２１４１内線２１５

【資格喪失後受診にご注意ください】

　被保険者の資格を喪失したのに、以前の健康保険の保険証を使用して
医療機関等を受診することを「資格喪失後受診」といいます。就職など
の理由で足寄町国民健康保険（足寄町国保）以外の健康保険に加入した
場合は、速やかに役場で国保脱退の手続きをしてください。
　脱退手続きをせずに足寄町国保の保険証を使用した場合、医療費の一部を足寄町に返還し
ていただくことになります。
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開
催
し
ま
す

社
会
体
育
事
業

社
会
体
育
事
業

学
校
教
育

学
校
教
育

子
育
て
・
家
庭
教
育

子
育
て
・
家
庭
教
育

お

知

ら

せ

お　

願　

い

●
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
教
室

開
催
日　

７
月
８
日
㈬　

９
日
㈭　

10
日
㈮

　
　
　
　

全
３
回

時　

間　

午
後
３
時
45
分
～
５
時

場　

所　

温
水
プ
ー
ル

対　

象　

小
学
1
年
生
～
６
年
生

詳　

細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

※
例
年
、
全
６
回
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
全
３
回
に
短
縮
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
第
18
回
町
民
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会

開
催
日　

８
月
30
日
㈰

時　

間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

場　

所　

陸
上
競
技
場
ほ
か

詳　

細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

※
現
在
、
実
施
の
可
否
を
含
め
検
討
を
し
て

い
ま
す
。
詳
細
が
決
定
し
だ
い
別
途
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
教
科
用
図
書
展
示
会

　

教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
町
内
の
小
中
学

校
で
使
用
し
て
い
る
教
科
用
図
書
お
よ
び
令

和
３
年
度
中
学
校
採
択
教
科
用
図
書
審
査
用

見
本
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

目　

的　

教
科
用
図
書
お
よ
び
採
択
教
科
用

図
書
を
公
開
し
、
教
科
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
。

期　

間　

６
月
12
日
㈮
～
25
日
㈭

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

※
ど
な
た
で
も
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳　

細　

教
育
総
務
室 
☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
・
学
習
と
交
流
の
会

「
す
く
す
く
」

開
催
日　

９
月
17
日
㈭

※
例
年
６
月
か
ら
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
今
年
度
は
９
月
か
ら
６
回
の
開
催

と
な
り
ま
す
。

時　

間　

午
前
10
時
10
分
～
11
時
50
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

そ
の
他　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
託
児
所
も
あ
り
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

開
催
日　

６
月
23
日
㈫　

７
月
14
日
㈫

　
　
　
　

８
月
25
日
㈫　

９
月
29
日
㈫

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
１
・
２

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

開
催
日　

７
月
30
日
㈭

時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対　

象　

乳
児
健
診
該
当
者

※
乳
児
健
診
時
に
読
み
聞
か
せ
し
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
す
る
事
業
で
す
。

詳　

細　

図
書
館 

☎
25

－

３
１
８
９

●
出
前
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

町
内
の
自
治
会
や
職
場
の
仲
間
と
行
う
健

康
づ
く
り
活
動
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
種
目
に
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、

総
合
体
育
館
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
野
外
体
育
施
設
オ
ー
プ
ン

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
延
期
し
て
お
り
ま
し
た
野
外
体
育
施
設

が
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

野
外
体
育
施
設
を
団
体
で
利
用
す
る
場
合

は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
ご
利
用

の
際
は
、
必
ず
総
合
体
育
館
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
使
用
の
際
は
、
施
設
の
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
野
外
体
育
施
設

　

自
由
広
場
、
陸
上
競
技
場
、
野
球
場
、
と

き
わ
サ
ッ
カ
ー
場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
（
と

き
わ
・
と
き
わ
東
・
里
見
ウ
エ
ス
ト
ヒ
ル
・

し
ら
か
ば
）

※
里
見
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
は
、
公
園
再
整
備
工

事
の
た
め
Ｂ
コ
ー
ス
の
み
開
放
し
ま
す
。

詳　

細　

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

●
郷
土
資
料
館
か
ら

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
郷
土
資
料
館
（
中

足
寄
）
で
収
蔵
・
展
示
可
能
な
郷
土
資
料
を

収
集
し
て
い
ま
す
。
自
宅
で
眠
っ
て
い
る
貴

重
な
資
料
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

【
特
に
収
集
し
て
い
る
資
料
】

・
昭
和
20
年
代
か
ら
50
年
代
頃
に
使
用
さ
れ

て
い
た
生
活
用
品
や
当
時
町
内
の
小
中
学

校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
教
科
書
等
。

・
廃
校
に
な
っ
た
町
内
の
学
校
関
係
資
料

・
町
内
に
あ
っ
た
関
連
施
設
に
関
す
る
資
料

（
硫
黄
鉱
山
、
軍
馬
補
充
部
、
森
林
鉄
道
等
）

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
各
種
委
嘱
委
員

　

令
和
２
年
度
の
教
育
委
員
会
委
嘱
委
員
（
社

会
教
育
関
係
の
み
）
お
よ
び
社
会
教
育
関
係

団
体
の
代
表
者
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

教
育
委
員
会
委
嘱
委
員
（
社
会
教
育
関
係
）

社
会
教
育
委
員
の
会
議

委

員

長　

小
松　

洋
一

副
委
員
長　

伊
藤　

貴
之

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
会
議

委

員

長　

未　
　
　

定

　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

未　
　
　

定

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

　
　
　
　
　
　
　

委

員

長　

宇
野　
　

浩

　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

阿
部　

嘉
宏

文
化
財
専
門
委
員
会委

員

長　

澤
村　
　

寛

　
　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

齊
藤　
　

修

社
会
教
育
関
係
団
体
代
表

文
化
協
会
長 

阿
部　

嘉
宏

日
本
足
並
み
会
会
長 

沼
田　

正
俊

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長 

畑　

健
太
郎

青
年
団
体
連
絡
協
議
会
会
長 

武
藤　

憲
司

青
年
協
議
会
会
長 

山
口　

哲
平

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長 

進
藤　

晴
子

地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
会
長

 

佐
々
木
寿
雄

体
育
協
会
会
長 

宇
野　
　

浩

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
本
部
長

 

阿
部　

智
一

●
社
会
教
育
・
体
育
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
休
館
・
利
用
休
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た

社
会
教
育
・
体
育
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

６
月
２
日
よ
り
一
部
を
除
き
開
館
・
利
用
開

始
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
部
利
用
制
限
の
あ

る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
各
施
設
の
利
用
に
際
し
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
、
利
用
者
の
方
に
お
願
い
す
る
事
項
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
部
利
用
制
限
や
お
願
い
事
項
な
ど
に
つ

き
ま
し
て
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

詳　

細

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

（
町
民
セ
ン
タ
ー
・
生
涯
学
習
館
・
郷
土
資

料
館
）

図
書
館 

☎
25

－

３
１
８
９

（
図
書
館
ル
イ
カ
・
児
童
館
分
館
）

総
合
体
育
館 

☎
25

－

３
１
９
１

（
総
合
体
育
館
・
温
水
プ
ー
ル
・
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
・
野
外
体
育
施
設
）

動
物
化
石
博
物
館 

☎
25

－

９
１
０
０

（
動
物
化
石
博
物
館
）
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募
集
し
ま
す

ご
相
談
く
だ
さ
い

足高野球部再始動！

環境忍者えこ之助

根　広至
生涯学習推進アドバイザー

青木　敬二
生涯学習推進アドバイザー

博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？ 

　

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
休
館
日
な
ど
の
博
物
館

か
ら
の
お
知
ら
せ
や
博
物
館
だ
よ
り
、
展
示

室
や
化
石
体
験
、
足
寄
の
化
石
の
説
明
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
今
年
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
楽
し
め
る
中
身
を
増
や
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

ま
ず
は
『
化
石
体
験 

ミ
ニ
発
掘
』
の
解

説
カ
ー
ド
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
に
な

り
ま
し
た
。
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
の
は
、

化
石
８
種
類
、
ク
リ
ス
タ
ル
16
種
類
、
ミ
ニ

ミ
ニ
８
種
類
、
合
計
で
32
種
類
の
カ
ー
ド
で

す
。
お
う
ち
で
堀
っ
た
ミ
ニ
発
掘
や
種
類
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
た
石
の
鑑
定
に
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
カ
ー
ド
の
種
類
は
ど
ん
ど
ん
増

や
し
て
い
き
ま
す
。

動
物
化
石
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w

w
.m

useum
.ashoro.hokkaido.jp/

詳　

細　

博
物
館 

☎
25

－

９
１
０
０

動
物
化
石
博
物
館
情
報

動
物
化
石
博
物
館
情
報

図
書
館
ル
イ
カ
情
報

図
書
館
ル
イ
カ
情
報

池
田
で
す
�

頑
張
っ
て
い
ま
す
�

　

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
よ
り
足
寄
町
に
や
っ
て
き

て
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
本
年
度
は
新
た

な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
が
、
足
寄
高
等
学

校
野
球
部
の
監
督
を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
に
は
も
っ
と
野
球
を
好
き
に
な

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
も
っ
と
野
球
が
う

ま
く
な
れ
る
よ
う
に
精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
参
り
ま
す
。
そ
し
て
足
高
野
球
部
が
町
民

の
皆
さ
ん
に
元
気
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

引
き
続
き
「
ス
ポ
ー
ツ
と
ま
ち
づ
く
り
」
を

意
識
し
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
活
動
自
粛
も
あ

り
ま
し
た
が
、
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
頭
の

整
理
に
努
め
た
こ
と
で
、
こ
の
事
態
も
プ
ラ

ス
の
力
に
変
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
応
援
い
た
だ
け
る
よ
う
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
チ
ー
ム
作
り
に
努
め
ま
す
！

●
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
編
集
員

　

子
育
て
支
援
情
報
紙
「
え
ん
ぜ
る
」
を
月

１
回
発
行
し
、
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者
向
け

に
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
編
集
会
議
へ
の
参
加
や
原
稿
を
執
筆
し

て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
集
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
中
の
マ
マ
や
子
育
て
を
終
え
た
先

輩
マ
マ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
運
営
ス
タ
ッ
フ

　

子
育
て
支
援
「
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」
は
、

不
用
に
な
っ
た
子
ど
も
服
な
ど
の
提
供
や
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
し
出
し
を
、
毎
月

１
回
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
前
日
準
備
と
当
日
運
営
を
手
伝
っ
て
く
れ

る
女
性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
町
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
展
作
品

　

町
民
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
を
利
用
し
て
、

趣
味
な
ど
で
制
作
し
た
各
種
作
品
や
撮
影
し

た
写
真
な
ど
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
個

人
、
団
体
問
わ
ず
作
品
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

【
教
育
相
談
電
話
】

　

子
育
て
や
家
庭
教
育
を
は
じ
め
、
教
育
に

関
す
る
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
教
育
委

員
会
で
は
、
教
育
相
談
専
用
電
話
を
設
置
し
、

悩
み
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相
談
専
用
電
話　

☎
25

－

４
９
７
６

　

（
よ
く
な
ろ
う
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
）

相
談
内
容

　

学
校
生
活
、
い
じ
め
、
異
性
、
交
友
、
非

行
、
子
育
て
、
し
つ
け
、
生
活
な
ど

受
付
時
間　

月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相
談
員

詳　

細　

生
涯
学
習
室 

☎
25

－

３
１
８
８

●
６
月
は
「
環
境
月
間
」
で
す

　

－

地
球
と
人
に
や
さ
し
い
読
書
時
間

－

　

テ
レ
ビ
な
ど
を
消
す
こ
と
で
省
エ
ネ
に
つ

な
が
り
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
Ｃ
Ｏ

２

（
二
酸
化
炭
素
）
の
排
出
量
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

環
境
月
間
で
あ
る
６
月
は
、
テ
レ
ビ
・
ゲ

ー
ム
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
消
し
て
、
読
書
や

読
み
聞
か
せ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
趣
味
に
役
立
つ
本
あ
り
ま
す

　

小
説
や
文
学
書
以
外
に
、
あ
な
た
の
趣
味

を
応
援
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
実
用

書
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
入
門
書
か
ら
専

門
書
ま
で
、
ご
希
望
の
本
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

読
み
聞
か
せ

読
み
聞
か
せ

　

図
書
館
で
は
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
本
に

親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
や
、
保
護
者
の
方
と

お
子
さ
ん
が
本
を
通
じ
て
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う

「
お
は
な
し
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
予
防

の
た
め
６
月
の
お
は
な
し
会
は
中
止
し
ま

す
。

●
絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」

開
催
日　

７
月
25
日
㈯
、
８
月
22
日
㈯

時　

間　

11
時
～
11
時
30
分

場　

所　

図
書
館
「
ル
イ
カ
」

対　

象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

詳　

細　

絵
本
の
会
「
は
ら
っ
ぱ
」
事
務
局

 

☎
25

－

４
９
７
４

●
お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

開
催
日　

７
月
１
日
㈬
、
８
月
５
日
㈬

時　

間　

11
時
～
11
時
30
分

場　

所　

図
書
館
「
ル
イ
カ
」

対　

象　

乳
幼
児
か
ら

詳　

細　

お
は
な
し
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
事
務
局

 

☎
25

－

４
９
７
４

●
小
学
生
が
え
ら
ぶ
！「
こ
ど
も
の
本
総
選
挙
」

　

ポ
プ
ラ
社
が
行
っ
た
「
こ
ど
も
の
本
総
選

挙
」
の
投
票
結
果
が
発
表
さ
れ
、
25
万
人
の

小
学
生
の
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
最
強
の

本
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
で
は
、
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
本
を
展

示
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

『
ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典
』

 

今
泉
忠
明
／
監
修　

高
橋
書
店

『
あ
る
か
し
ら
書
店
』

 

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
／
著　

ポ
プ
ラ
社

『
り
ん
ご
か
も
し
れ
な
い
』

 

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
／
作　

ブ
ロ
ン
ズ
新
社

『
ふ
し
ぎ
駄
菓
子
屋
銭
天
堂
』

 

廣
嶋
玲
子
／
作　

偕
成
社

『
続
ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典
』

 

今
泉
忠
明
／
監
修　

高
橋
書
店

『
続
々
ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典
』

 

今
泉
忠
明
／
監
修　

高
橋
書
店

『
も
っ
と
ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典
』

 
今
泉
忠
明
／
監
修　

高
橋
書
店

『
お
し
り
た
ん
て
い
ラ
ッ
キ
ー
キ
ャ
ッ
ト

は
だ
れ
の
て
に
！
』

 

ト
ロ
ル
／
作　

ポ
プ
ラ
社

『
ぼ
く
ら
の
七
日
間
戦
争
』

 

宗
田
理
／
作　

ポ
プ
ラ
社

『
鬼
滅
の
刃
し
あ
わ
せ
の
花
』

 

吾
峠
呼
世
晴
／
原
作

 

矢
島
綾
／
著　

集
英
社

詳　

細　

図
書
館 

☎
25

－

３
１
８
９

図
書
館
休
館
日

図
書
館
休
館
日

　

６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
休
館
日
で
す
。

　

月
曜
日
が
休
館
で
す
。

６
月　

１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日

７
月　

６
日
、
13
日
～
17
日
、
20
日
、
27
日

８
月　

３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日

●
特
別
整
理
期
間
に
よ
る
休
館
の
お
知
ら
せ

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
に
正
確
な
ご
案
内
を
す

る
た
め
、
書
架
に
あ
る
資
料
と
図
書
館
シ
ス

テ
ム
に
登
録
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
照
合
す
る

作
業
（
蔵
書
点
検
）
を
行
う
た
め
、
一
時
休

館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

【
臨
時
休
館
期
間
】

　

７
月
14
日
㈫
～
17
日
㈮
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～
８
月
診
療
分
か
ら
始
ま
り
ま
す　

中
学
生
修
了
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
医
療
費
無
償
化
～

◯
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
補
助
金
（
民
生
安
定
施
設
助
成
事
業
）

　

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
第
８
条
の
規
定
に
基
づ
く
民
生
安
定

施
設
の
助
成
事
業
は
、
防
衛
施
設
の
設
置
ま
た
は
運
用
に
よ
り
、
そ
の
周
辺
地
域
の
住
民
の
生

活
等
が
阻
害
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
障
害
の
緩
和
に
役
立
て
る
た
め
に
地
方
公
共

団
体
に
対
し
行
わ
れ
ま
す
。

◯
令
和
２
年
度
導
入
予
定　

小
麦
コ
ン
バ
イ
ン

◯
令
和
３
年
度
事
業
要
望

　

防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
に
よ
り
足
寄
弾
薬
支
処
周
辺
地
域
の
対
象
地
区
生
産
者
の
安
定
的

な
所
得
を
確
保
す
る
た
め
の
農
業
用
機
械
の
更
新
を
目
的
と
し
て
小
麦
コ
ン
バ
イ
ン
の
更
新
を

要
望
し
ま
す
。

◯
補
助
金
活
用
事
例
（
令
和
元
年
度
導
入
）

防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
補
助
金
が

活
用
さ
れ
て
い
ま
す

高規格救急自動車１台

小麦コンバイン１台

福
祉
医
療
（
重
度
・
ひ
と
り
親
・
乳
幼
児
及
び
児
童
）

受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
福
祉
医
療
（
重
度
・
ひ
と

り
親
・
乳
幼
児
及
び
児
童
）
受
給
者
証
は
、

７
月
31
日
を
も
っ
て
有
効
期
間
が
満
了
と
な

り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
る
新
し
い
受
給

者
証
は
７
月
下
旬
に
各
家
庭
に
郵
送
し
ま
す

の
で
、
新
し
い
受
給
者
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、

住
所
、
氏
名
等
の
記
載
内
容
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

※
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、
８
月
１
日

以
降
に
各
自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※
道
外
で
受
診
し
た
場
合
や
受
給
者
証
を
提

示
せ
ず
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
は
、

申
請
す
る
こ
と
で
後
日
払
い
戻
し
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

　

本
年
８
月
診
療
分
か
ら
中
学
生
修
了

ま
で
の
お
子
さ
ん
の
保
険
適
用
医
療
費

の
窓
口
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

乳
幼
児
及
び
児
童
医
療
費
助
成
制
度
に

か
か
る
所
得
制
限
を
廃
止
し
ま
す
の
で
、

中
学
生
修
了
ま
で
の
お
子
さ
ん
全
員
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
重
度
お
よ
び
ひ
と
り
親
の
受

給
資
格
は
従
来
通
り
所
得
制
限
を
設
け

て
い
ま
す
が
、
中
学
生
以
下
で
所
得
超

過
の
際
は
乳
幼
児
及
び
児
童
の
資
格
を

適
用
し
ま
す
。
右
記
に
該
当
し
な
い
受

給
者
で
受
給
者
証
更
新
の
際
に
所
得
超

過
等
に
よ
り
、
受
給
資
格
非
該
当
と
な

っ
た
方
に
は
そ
の
旨
通
知
し
ま
す
。

詳　

細　

役
場
住
民
課
保
険
担
当
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今
月
の
お
す
す
め

新　

着　

図　

書

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
備
え
よ
う
！

　

全
国
各
地
で
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
そ
の
ウ
イ
ル
ス
か
ら
身

を
守
る
た
め
の
マ
ス
ク
も
品
薄
が
続
き
「
手

づ
く
り
マ
ス
ク
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や

手
作
り
マ
ス
ク
に
関
す
る
資
料
が
入
っ
て
き

て
い
ま
す
。
油
断
な
ら
な
い
状
況
が
続
く
今

だ
か
ら
こ
そ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
再

度
理
解
を
深
め
、
落
ち
着
い
て
感
染
予
防
に

備
え
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

●
６
月
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

図
書
館
で
は
、
各
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
展
示

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
父
の
日
」　

「
水
の
い
ろ
い
ろ
」

「
こ
ど
も
の
本
総
選
挙
」　

「
環
境
月
間
」　

「
食
育
月
間
」

●
一
般
書

『
愉
快
な
青
春
が
最
高
の
復
讐
！
』　

 

奥
田　

亜
希
子

『
迷
子
の
ま
ま
で
』 

天
童　

荒
太

『
任
侠
シ
ネ
マ
』 

今
野　

敏

『
八
ツ
江
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
フ
ラ
イ
パ
ン
1
つ

で
１
０
０
レ
シ
ピ
』 

高
木　

八
ツ
江

『
魔
法
の
ね
こ
背
ス
ト
レ
ッ
チ
』

 

佐
藤　

義
人

『
ｓ
ｙ
ｕ
ｎ
ｋ
ｏ
ｎ
カ
フ
ェ
ご
は
ん
7
』

 

山
本　

ゆ
り

●
児
童
書

『
ぼ
く
た
ち
の
緑
の
星
』 

小
手
鞠　

る
い

『
ミ
ス
・
マ
ー
プ
ル
の
名
推
理 

パ
デ
ィ
ン

ト
ン
発
4
時
50
分
』

 

ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

『
コ
ッ
ト
ン
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
』　

 

あ
ん
び
る
や
す
こ

『
た
い
よ
う
』　

 

ス
テ
イ
シ
ー
・
マ
カ
ナ
ル
テ
ィ
ー

『
ム
カ
ム
カ　

ド
ッ
カ
ー
ン
！
』　
　

 

ミ
レ
イ
ユ
・
ダ
ラ
ン
セ

『
お
ん
ど
り
あ
る
く
よ
』

 

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ス
キ
ャ
リ
ー

　

詳
し
い
情
報
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
足
寄
町
図
書
館
ル
イ
カ
コ
ー
ナ
ー
と

毎
月
第
４
金
曜
日
発
行
「
ル
イ
カ
つ
う
し
ん
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　国際交流員コラム　　　No.13

Hello! Friends!
「
楽
し
い
夏
！
」

ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
ボ
ー
ウ
ィ
ー

　

足
寄
町
に
も
暖
か
い
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に

し
か
で
き
な
い
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
む
最

高
の
季
節
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
新
し
い
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
で
き
、
今
楽
し
め
る
ア
ウ
ト
ド

ア
も
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全
て
が

改
善
さ
れ
、
ま
た
元
通
り
に
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
楽
し
め
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で

す
ね
。

　

私
は
冬
の
季
節
や
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
も

　

カ
ナ
ダ
の
夏
の
休
日
は
、
よ
く
友
人
と

ロ
ッ
キ
ー
山
脈
に
行
き
、
キ
ャ
ン
プ
や
ゴ

ル
フ
を
し
て
い
ま
し
た
。
ア
ル
バ
ー
タ
州

の
隣
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

州
は
、
夏
の
行
楽
地
と
し
て
と
て
も
人
気

が
あ
る
場
所
で
す
。
中
で
も
オ
カ
ナ
ガ
ン
・

バ
レ
ー
と
言
わ
れ
る
場
所
は
、
美
し
い
湖

や
山
々
、
ワ
イ
ン
の
産
地
と
し
て
有
名
な

観
光
地
で
す
。
私
も
幼
い
頃
、
家
族
と
よ

く
オ
カ
ナ
ガ
ン
・
バ
レ
ー
で
キ
ャ
ン
プ
を

し
た
り
、
湖
の
側
に
あ
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
で

時
間
を
過
ご
し
た
り
し
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ

人
に
と
っ
て
は
楽
園
の
よ
う
な
場
所
な
の

大
好
き
で
す
が
、
一
年
の
中
で

一
番
好
き
な
季
節
は
夏
で
す
。

カ
ナ
ダ
で
は
夏
に
た
く
さ
ん
の

ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど

は
足
寄
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。
カ
ナ
ダ
で
は
ゴ
ル
フ

や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
そ
し
て
友
達

や
家
族
と
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
幸
い
な

こ
と
に
足
寄
に
も
ゴ
ル
フ
を
す

る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
週

末
の
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
、
多
く

の
友
人
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

で
、
私
も
い

つ
か
オ
カ
ナ

ガ
ン
・
バ
レ

ー
に
住
ん
で

み
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

早
く
ま
た

い
つ
も
の
日

常
に
戻
れ
る

と
良
い
で
す

ね
。
私
も
ま

た
子
ど
も
た

ち
に
会
え
る

こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い

ま
す
。
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〇
天
然
だ
し
を
活
用

　

お
ひ
た
し
の
醤
油
を
だ
し
で
割
っ
た
り
、

し
っ
か
り
だ
し
を
と
っ
て
煮
物
を
作
っ
た
り

す
る
こ
と
で
、
塩
分
の
あ
る
調
味
料
が
少
量

で
も
お
い
し
く
調
理
で
き
ま
す
。

※
だ
し
割
り
醤
油
の
作
り
方

（
醤
油

：

だ
し
＝
１

：

１
）

　

市
販
の
顆
粒
だ
し
に
は
、
塩
分
が
含
ま
れ

て
い
る
の
で
、
昆
布
や
削
り
か
つ
お
な
ど
か

ら
、
天
然
の
だ
し
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

【
水
だ
し
で
簡
単
！
天
然
だ
し
】

　

だ
し
を
使
う
前
日
に
、
１
ℓ
程
度
の
水
に

昆
布
・
削
り
か
つ
お
を
入
れ
ま
す
。
一
晩
お

い
た
ら
、
昆
布
と
削
り
か
つ
お
を
取
り
出
し

て
完
成
！
（
冷
蔵
庫
で
３
日
程
度
で
使
い
切

り
ま
し
ょ
う
）

※
削
り
か
つ
お
は
、
お
茶
パ
ッ
ク
に
入
れ
る

と
取
り
出
す
際
に
便
利
で
す
。

〇
新
鮮
な
食
材
を
用
い
る
。

　

素
材
そ
の
も
の
の
お
い
し
さ
を
活
か
す
た

め
に
、
新
鮮
な
食
材
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

〇
香
辛
料
、
香
味
野
菜
や
果
物
の
酸
味
を
利

用
す
る
。

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

６
月
は
食
育
月
間
で
す
。

食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

◇
食
塩
を
減
ら
し
て
薄
味
生
活

★
目
指
そ
う
！
１
日
男
性
７
．
５
ｇ
未
満
、

女
性
６
．
５
ｇ
未
満
（
※
日
本
人
の
食
事
摂

取
基
準
２
０
２
０
年
版
）

※
高
血
圧
の
予
防
・
治
療
の
た
め
に
は
１
日

６
ｇ
未
満
が
目
標
で
す
。

　

食
塩
の
と
り
す
ぎ
は
血
圧
を
上
昇
さ
せ
、

動
脈
硬
化
を
促
進
し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
薄
味
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
よ
う
調
理
方
法
等
を
工
夫
し
、
減
塩
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

薄
味
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
減
塩
の
コ
ツ
】

〇
か
け
醤
油
を
控
え
る

　

調
味
料
を
上
か
ら
か
け
る
と
、
必
要
以
上

に
塩
分
を
と
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
味

を
確
か
め
ず
に
調
味
料
を
か
け
る
習
慣
に
も

要
注
意
で
す
。

　

調
味
料
は
小
皿
に
取
り
、
少
量
ず
つ
つ
け

る
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
食
卓
に
醤
油
を
置
か
な

い
よ
う
に
し
て
も
よ
い
で
す
ね
。

　

酢
・
レ
モ
ン
な
ど
の
酸
味
、
こ
し
ょ
う
・

わ
さ
び
・
か
ら
し
・
カ
レ
ー
粉
・
ハ
ー
ブ
類
・

ご
ま
な
ど
の
風
味
等
塩
分
を
含
ま
な
い
も
の

や
、
み
つ
葉
、
し
そ
、
生
姜
、
に
ん
に
く
等

の
香
味
野
菜
で
味
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

〇
汁
物
は
１
日
１
杯
ま
で
に

　

野
菜
・
き
の
こ
・
海
藻
類
を
た
っ
ぷ
り
入

れ
て
具
沢
山
に
す
る
こ
と
で
、
汁
の
量
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

★
野
菜
で
カ
リ
ウ
ム
を
と
り
ま
し
ょ
う

　

野
菜
や
海
藻
に
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
は
、

余
分
な
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
体
の
外
に

出
す
働
き
を
し
て
く
れ
ま
す
。
野
菜
や
海
藻

類
を
合
わ
せ
て
１
日
３
５
０
ｇ
と
る
こ
と
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。
野
菜
料
理
で
小
鉢
５
皿

分
が
目
安
で
す
。

　

特
に
、
緑
黄
色
野
菜
の
摂
取
が
不
足
し
て

い
ま
す
。

　

一
日
の
摂
取
量
の
１
／
３
は
緑
黄
色
野
菜

（
小
松
菜
・
ほ
う
れ
ん
草
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

ア
ス
パ
ラ
等
）
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、
今
よ
り
野
菜
料
理
を
一
日
一
皿

プ
ラ
ス
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

★
知
ら
な
い
う
ち
に
と
っ
て
い
る
塩
分
に
注
意

　

塩
分
は
塩
辛
い
も
の
に
だ
け
入
っ
て
い
る

訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

気
づ
か
ず
に
と
っ
て
い
る
塩
分
を
知
る
た

め
に
は
『
栄
養
成
分
表
示
』
の
「
食
塩
相
当

量
」
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当
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町
で
は
「
ひ
き
こ
も
り
」
に
関
す
る
相
談

窓
口
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
え
ま

す
。
悩
み
や
苦
し
み
を
抱
え
込
む
前
に
「
お

悩
み
」
や
「
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」
な
ど
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
あ

な
た
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
お
気
軽
に
記
載
の
相

談
窓
口
ま
で
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Q

：
ど
ん
な
場
合
に
相
談
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

Ａ

：

ま
ず
は
、
些
細
な
こ
と
で
も
何
で
も
、

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
本
人
や
ご
家
族
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

今
は
働
い
て
い
な
く
て
家
に
い
る
、
近
所

の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
は
出
か
け
る
が
、
普
段

は
一
人
で
家
に
い
る
、
長
年
外
に
出
て
い
な

い
な
ど
、
お
一
人
お
一
人
の
状
況
に
応
じ
て
、

必
要
と
す
る
支
援
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

あ
な
た
が
一
歩
を
踏
み
出
し
た
い
タ
イ
ミ

ン
グ
で
「
お
悩
み
」
や
「
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
」
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

Q

：
対
象
年
齢
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ

：

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
気
に
な
る
方
は
、

何
歳
の
方
で
も
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

Q

：
家
族
が
相
談
し
て
も
い
い
の
で
す
か
？

Ａ

：

ご
家
族
は
、
ひ
き
こ
も
り
で
苦
し
ん
で

い
る
ご
本
人
に
と
っ
て
、
一
番
身
近
な
支
援

者
で
す
。

　

ご
家
族
の
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
の
「
ひ
き
こ
も
り
」

 

相
談
窓
口
は
こ
ち
ら

役
場
福
祉
課
福
祉
担
当
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利
用
時
間

：

月
～
金
曜
日
午
前
８
時
35
分
～

　
　
　
　
　

午
後
５
時
５
分（
祝
祭
日
を
除
く
）

予　
　

約

：

不
要

対
応
方
法

：

電
話
・
来
所
相
談

E
m
a
i
l

：fu
k
u
sh

i @tow
n
.ash

oro.

　
　
　
　
　

h
ok

k
aid

o.jp

「
ひ
き
こ
も
り
」
の
こ
と
で
、
何
か
お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
そ
ば
に
、
相
談
で
き
る
場
所
が
あ
り
ま
す

令
和
元
年
６
月
26
日
厚
生
労
働
大
臣

　
　
　
　
　
　
　

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋

～
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方
や

　
　
　
　
　
そ
の
ご
家
族
へ
の
支
援
に
向
け
て
～

　

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方
や
そ
の
ご

家
族
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
経
緯
や
事
情
を

抱
え
て
い
ま
す
。
生
き
づ
ら
さ
と
孤
立
の
中

で
日
々
葛
藤
し
て
い
る
こ
と
に
思
い
を
寄
せ

な
が
ら
、
時
間
を
か
け
て
寄
り
添
う
支
援
が

必
要
で
す
。

　

誰
に
と
っ
て
も
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場

所
や
、
自
ら
の
役
割
を
感
じ
ら
れ
る
機
会
が

あ
る
こ
と
が
、
生
き
て
い
く
た
め
の
基
盤
に

な
り
ま
す
。
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方

や
そ
の
ご
家
族
に
と
っ
て
も
、
そ
う
し
た
場

所
や
機
会
を
得
て
、
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
回
復
す
る
道
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方
を

含
む
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
方
々
を

し
っ
か
り
と
受
け
と
め
る
社
会
を
つ
く
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
よ
り
相
談
し
や

す
い
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
安
心
し

て
過
ご
せ
る
場
所
や
自
ら
の
役
割
を
感
じ
ら

れ
る
機
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
ひ
き
こ
も
り

の
状
態
に
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
の
声
も
聞

き
な
が
ら
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し

町
以
外
の
「
ひ
き
こ
も
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
窓
口
は
こ
ち
ら

北
海
道
帯
広
保
健
所

（
十
勝
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部
保
健
行
政
室
）

帯
広
市
東
３
条
南
３
丁
目
１
番
地

こ
こ
ろ
の
相
談
専
用
電
話

　
　
　
　
　

☎
０
１
５
５

－

21

－

９
１
１
０

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
５
５

－

25

－
０
８
６
４

利
用
時
間

：

月
～
金
曜
日
午
前
８
時
45
分
～

　
　
　
　
　

午
後
５
時
（
祝
祭
日
を
除
く
）

予　
　

約

：

不
要

対
応
方
法

：

電
話
・
来
所
相
談

Ｈ　
　

Ｐ

：http://w
w

w
.tok

achi.pref.

hokkaido.lg.jp/hk/hgc/seisin/asyorotow
n.htm

て
、
よ
り
質
の
高
い
支
援
が
で
き
る
人
材
も

増
や
し
て
い
き
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
方
や
そ
の
ご

家
族
は
、
悩
み
や
苦
し
み
を
抱
え
込
む
前
に
、

生
活
困
窮
者
支
援
の
相
談
窓
口
や
ひ
き
こ
も

り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
、
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
あ
る
方
が
集
う
団
体
や
家
族
会
の

扉
を
ぜ
ひ
叩
い
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
あ
ら

ゆ
る
方
々
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
役
割
を

も
ち
な
が
ら
、
と
も
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
、
真
に
力
強
い
「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
に
向
け
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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詳　

細

・
消
費
生
活
相
談
所　

☎
28

－

０
５
８
５

　
　

（
南
６

－

２　

社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　

平
日

：

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

・
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

相
談
員
か
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
に
向
け
た

ア
ド
バ
イ
ス

・
買
い
物
へ
行
く
と
き
は
エ
コ
バ
ッ
グ
を
持
参

し
ま
し
ょ
う
！

・
リ
サ
イ
ク
ル
し
や
す
い
よ
う
に
ゴ
ミ
を
正
し

く
分
別
し
ま
し
ょ
う
！

・
環
境
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
で
き
る
こ
と
か

ら
少
し
ず
つ
始
め
ま
し
ょ
う
！

レ
ジ
袋
有
料
化
の
詳
細
に
つ
い
て
は
経
済
産
業
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

新型コロナウイルス
感染症の流行に便乗
した悪質商法に注意
しましょう！

　

７
月
１
日
か
ら
「
全
国
一
律
」
で
レ
ジ
袋
の

有
料
化
が
始
ま
り
ま
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、

非
常
に
便
利
な
素
材
で
成
形
し
や
す
く
、
軽
く

て
丈
夫
で
密
閉
性
も
高
い
の
で
「
製
品
の
軽
量

化
」
や
「
食
品
ロ
ス
の
削
減
」
に
つ
な
が
り
、

私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
世
界
で
排

出
さ
れ
て
い
る
う
ち
、
約
80
％
が
適
切
に
処
分

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
自
然
状

態
で
は
分
解
さ
れ
な
い
た
め
、
魚
や
ウ
ミ
ガ
メ

な
ど
が
エ
サ
と
間
違
え
て
食
べ
て
し
ま
い
、
そ

れ
が
原
因
で
死
亡
す
る
な
ど
の
生
態
系
へ
の
影

響
や
海
洋
汚
染
の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
、

船
舶
航
行
の
障
害
、
漂
流
物
を
処
理
す
る
沿
岸

地
域
の
負
担
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
少
し
で
も

改
善
す
る
た
め
、
全
国
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ

ジ
袋
の
有
料
化
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
．
す
で
に
ス
ー
パ
ー
等
で
は
有
料
だ
っ
た
の
で
は
？

Ａ
．
は
い
。
何
気
な
く
も
ら
っ
て
い
る
レ
ジ
袋
を

有
料
化
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
本
当
に
必
要
か
を

考
え
て
い
た
だ
き
、
私
た
ち
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
見
直
す
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

一
部
の
店
舗
で
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
取
組
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
た
め
、

全
国
の
小
売
事
業
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
対
象
外
の
レ
ジ
袋
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

Ａ
．
紙
製
・
布
製
、
持
ち
手
の
な
い
袋
の
他
、

次
の
も
の
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
繰
り
返
し
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
な
厚
さ
が
０
．05

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
買
物
袋

②
海
洋
で
適
切
に
分
解
す
る
機
能
を
有
す
る
海
洋
生

分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
配
合
率
が
１
０
０
％
と

さ
れ
て
い
る
買
物
袋

③
植
物
な
ど
の
再
生
可
能
な
有
機
資
源
を
原
料
と
す

る
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
配
合
率
が
25
％

以
上
の
買
物
袋

※
た
だ
し
、
店
舗
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ら
対
象
外

の
買
物
袋
に
つ
い
て
も
有
料
化
の
対
象
と
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

制度概要などの詳細は

こちらのＱＲコードから

髙安ユミ子髙安ユミ子
消費生活相談員消費生活相談員

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

『
マ
イ
バ
ッ
グ
で
エ
コ
活
！
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ

袋
削
減
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
！
』
の
巻

第
91
回

２
０
２
５
年
問
題
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

日
本
の
人
口
は
２
０
１
０
年
を
境
に
減
少
を

続
け
、
２
０
２
５
年
に
は
約
８
０
０
万
人
い
る

と
さ
れ
る
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
と
な
り
、
国
民
の
４
人
に
１
人
が
後
期
高

齢
者
と
い
う
超
高
齢
社
会
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

ま
で
国
を
支
え
て
き
た
団
塊
の
世
代
が
給
付
を

受
け
る
側
に
回
る
た
め
、
医
療
、
介
護
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
が
高
ま
り
、
社
会
保
障
財

政
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
後
発
生
す
る
問
題
は
？

　

高
齢
化
が
進
む
こ
と
で
生
じ
る
大
き
な
問
題

の
１
つ
が
、
高
齢
者
等
を
支
え
る
人
材
の
不
足

で
す
。
社
会
保
障
費
を
含
め
、
医
療
や
介
護
サ

ー
ビ
ス
だ
け
で
は
高
齢
者
を
支
え
き
れ
な
く
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
多
く
の
方
が

願
う
の
は
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
続
け
て
い
く
こ
と
」
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

２
０
２
５
年
に
向
け
た
取
り
組
み

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と
安
心
し
て

生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
２
つ

の
大
き
な
目
的
に
沿
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
高
齢
者
自
身
の
自
発
的
な
参
加
意
欲
に
基
づ

く
持
続
性
の
あ
る
介
護
予
防
の
実
施

②
多
様
な
主
体
に
よ
る
多
様
な
生
活
支
援
を
確

保
す
る

　

こ
の
こ
と
を
目
的
と
し
、
地
域
に
お
い
て
『
生

活
支
援
お
よ
び
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
に

向
け
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
果
た
す
も
の
』

と
役
割
を
位
置
づ
け
ら
れ
て
活
動
し
て
い

る
の
が
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
す
。

「カシワの会」 活動の様子

み
ん
な
の
力
で

「お
互
い
様
」
の

町
づ
く
り
を

　

誰
も
が
自
分
ら
し
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
も
、
地

域
住
民
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
持
ち
、
支
え
合
う

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
地
域
に
暮
ら

す
誰
も
が
、
支
え
手
や
受
け
手
と
し
て
分
け
隔

て
ら
れ
る
の
で
は
な
く
「
お
互
い
様
」
の
関
係

性
を
築
け
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
地
域
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
助
け
合
い
や
支
え
合
い
を
実
践
中
の
方
、
自

主
的
に
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
た
ち

に
お
会
い
し
て
お
話
を
伺
い
、
活
躍
し
て
い
る

姿
を
多
く
の
方
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
集
い
の
場
の
情
報
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
関
わ
る
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町内各地で楽しみながら介護予防

に取り組む方がたくさんいます！！

詳　

細　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
マ
サ
ポ
ー
ト
え
ぷ
ろ
ん

　
　
　

☎
25

－

６
０
０
０

　

役
場
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

　
　
　

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
１
３
１

「
こ
ん
な
活
動
し
て
い
ま
す
」「
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
」

　

そ
ん
な
皆
さ
ん
の
活
動
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
！

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
通
信

第
６
号



2020 2020. ６
広報あしょろ21212020. ６

広報あしょろ

消防通信　第41号

前　略

足寄消防署より

　

町
で
は
、
地
域
の
防
災
能
力
の
強
化
向
上

の
た
め
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」

を
導
入
・
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
従
業
員
の
勤
務
時
間
中
の
消
防
団

活
動
へ
の
便
宜
や
従
業
員
の
入
団
促
進
等
、

消
防
団
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
る
事
業
所

ま
た
は
そ
の
他
の
団
体
に
対
し
て
、
町
が
「
消

防
団
協
力
事
業
所
」
と
認
定
し
、
表
示
証
の

交
付
や
広
報
誌
等
で
公
表
す
る
こ
と
で
、
事

業
所
の
協
力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認
め

ら
れ
る
も
の
で
す
（
消
防
団
に
所
属
し
て
い

る
従
業
員
の
人
数
等
の
要
件
が
あ
り
ま
す
）。

　

表
示
証
は
認
定
日
か
ら
２
年
間
の
有
効
期

限
で
交
付
し
て
お
り
、
こ
の
度
、
道
東
コ
ン

ク
リ
ー
ト
㈱
お
よ
び
フ
ク
ハ
ラ
足
寄
店
が
そ

れ
ぞ
れ
期
限
の
満
期
を
迎
え
、
令
和
２
年
５

足
寄
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
の
交
付

（
更
新
）
を
行
い
ま
し
た

年
間
出
動
件
数 

（
５
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動 

118
件
（
53
件
減
）

火
災
出
動 

１
件
（
４
件
減
）

 

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

表
示
証
交
付
（
更
新
）
事
業
所

道東コンクリート㈱
代表取締役　花　房　浩　一
所在地　足寄町北４条１丁目14
団員名　足寄消防団第１分団
　　　　副分団長　　伊　藤　　　隆
　　　　部　　長　　梅　垣　辰　実
　　　　班　　長　　杉　山　理　成

フクハラ足寄店
店長　山　崎　奈緒美
所在地　足寄町西町５丁目２番地17
団員名　足寄消防団本団
　　　　部　　長　　佐々木　真奈美
　　　　団　　員　　佐　野　桂　子

含
め
た
哺
乳
類
、
鳥
類
な
ど
に
広
く
存
在
す
る

ウ
イ
ル
ス
で
す
。
一
般
的
な
風
邪
に
は
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
場
合
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど

の
子
供
は
６
歳
ま
で
に
感
染
を
経
験
し
、
軽
症

で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
し
か
し
、
動
物
界

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
人
に
感
染
し
た
場
合
、

重
大
な
被
害
を
出
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

２
０
０
２
年
に
発
生
し
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
や
、
２

０
１
２
年
の
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
な
ど
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
一
種
な
の
で
す
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
人
か
ら
人

へ
感
染
し
、
飛
沫
感
染
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
飛
沫
感
染
と
は
、
感
染
し
て
い
る
人
の
咳

や
く
し
ゃ
み
な
ど
に
含
ま
れ
る
微
量
の
病
原
体

が
、
目
や
口
な
ど
を
介
し
て
体
内
に
入
り
感
染

す
る
こ
と
で
す
。
近
く
接
す
る
こ
と
で
感
染
し

や
す
い
た
め
、
人
口
が
密
集
す
る
都
市
で
は
流

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
初
期
症
状

　

の
ど
の
痛
み
・
咳
・
鼻
水
・
発
熱
・
だ
る
さ

こ
の
他
に
も
、
味
覚
と
嗅
覚
の
異
常
な
ど
を
訴

え
る
場
合
も
あ
り
、
普
段
か
ら
健
康
状
態
を
把

握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
多
く

の
ウ
イ
ル
ス
や
風
邪
に
は
潜
伏
期
間
が
あ
り
ま

す
。
潜
伏
期
間
と
は
、
感
染
し
て
か
ら
初
期
症

状
が
発
現
す
る
ま
で
の
こ
と
で
あ
り
、
数
日
か

ら
２
週
間
な
ど
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
自
分

自
身
に
症
状
が
な
く
て
も
、
周
囲
の
方
々
に
ウ

イ
ル
ス
を
う
つ
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
の

で
す
。

●
予
防
の
た
め
に
３
つ
の
密
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間

・
多
数
が
集
ま
る
密
集
場
所

・
間
近
で
会
話
や
発
声
を
す
る
密
接
場
所

　

３
つ
の
条
件
が
そ
ろ
う
場
所
に
ク
ラ
ス
タ
ー

（
集
団
）
発
生
が
し
や
す
い
た
め
、
密
を
避
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
い
て
」

　

長
引
く
咳
な
ど
の
症

状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
北
海
道
で

も
感
染
者
の
多
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
、
そ
の
予
防
方
法

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。
ま
ず
、
従
来
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
人
を

行
し
や
す
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
外
出
す
る
と

き
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
、
帰
宅
後
は
手
洗

い
う
が
い
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

詳　

細　

足
寄
消
防
署 

☎
25

－

２
６
１
９

月
１
日
に
更
新
し

ま
し
た
。
今
後
も

事
業
所
の
協
力
を

通
し
て
地
域
の
防

災
体
制
を
一
層
充

実
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

飲
み
水
を　

未
来
に
つ
な
ご
う　

ぼ
く
た
ち
で

飲
み
水
を　

未
来
に
つ
な
ご
う　

ぼ
く
た
ち
で

  
あ
し
ょ
ろ
の
上
下
水
道

あ
し
ょ
ろ
の
上
下
水
道
第23号第23号

メ
ー
タ
ー
器
取
替
工
事
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

料
金
の
お
支
払
い
に
つ
い
て

　

各
ご
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
メ
ー
タ
ー
器

は
正
確
な
計
量
で
検
針
で
き
る
よ
う
、
計
量
法

に
よ
り
有
効
期
間
が
８
年
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
メ
ー
タ
ー
器
（
私
設
メ
ー
タ
ー

器
を
除
く
）
の
有
効
期
限
が
満
了
と
な
る
ま
で

に
、
計
画
的
に
取
り
替
え
て
い
き
ま
す
。

　

メ
ー
タ
ー
器
の
取
替
作
業
は
、
町
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
が
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
使
用
者
に
メ
ー
タ
ー
器
取
替
費
用
を

請
求
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
消
耗
し
た
部
品
交
換
や
漏
水
修
理
は
使
用
者

負
担
と
な
り
ま
す
。

　

料
金
の
お
支
払
い
は
口
座
振
替
が
大
変
便
利

で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
左
記
金
融
機
関
ま
た
は
役
場

建
設
課
上
下
水
道
室
窓
口
に
て
、
通
帳
な
ど
口

座
番
号
の
分
か
る
も
の
、
口
座
登
録
の
印
鑑
を

お
持
ち
の
上
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
口
座
の
手
続
き
は
上
下
水
道

室
窓
口
で
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

【
口
座
振
替
日
】

　
　

各
種
水
道
料
金
～
毎
月
25
日

　
　

下
水
道
使
用
料
～
毎
月
25
日

詳　

細

　
　

役
場
建
設
課
上
下
水
道
工
務
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
３
５
７

上
下
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
絡
は
お
早
め
に

対
象
の
使
用
者
に
は
請
負
業
者
よ
り
事
前
に
文

書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
取
替
作
業
は
建
設
課
上
下
水
道
室
で
契
約
し

た
「
請
負
業
者
」
が 

行
い
ま
す
。

○
取
替
作
業
時
に
使
用
者
が
立
会
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
物
を
置
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。　

○
メ
ー
タ
ー
器
取
替
完
了
後
、
水
の
使
い
始
め

に
空
気
や
濁
っ
た
水
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
ば
ら
く
出
し
て
い
た
だ
く
と
通
常
の

状
態
に
戻
り
ま
す
。

○
取
替
対
象
は
メ
ー
タ
ー
器
の
シ
ー
ル
平
成
32

年
６
月
～
９
月
対
象
で
す
。

このシールが貼ってある

メーター器が対象です。

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
事
前
に
役
場
建
設
課

上
下
水
道
室
ま
で
届
け
出
く
だ
さ
い
。

・
転
入
、
転
出
、
転
居

・
１
ヶ
月
以
上
、
上
下
水
道
を
使
用
し
な
い

・
上
下
水
道
の
使
用
者
が
変
わ
る

・
上
下
水
道
の
用
途
が
変
わ
る
（
家
事
用
か
ら

業
務
用
へ
の
変
更
等
）

・
上
下
水
道
を
再
び
使
用
す
る

・
家
を
取
り
壊
し
て
上
下
水
道
を
廃
止
す
る

【
口
座
振
替
可
能
な
金
融
機
関
】

　
　

北
海
道
銀
行
足
寄
支
店

　
　

帯
広
信
用
金
庫
足
寄
支
店

　
　

足
寄
町
農
業
協
同
組
合

　
　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

ポ
ケ
ふ
た
ぬ
り
え
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

ポ
ケ
モ
ン
の
絵
が
描
か
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

「
ポ
ケ
ふ
た
」
の
ぬ
り
え
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

ぬ
り
え
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
足
寄
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ

ン
「
あ
ゆ
み
ち
ゃ
ん
マ
ン
ホ
ー
ル
」
の
ぬ
り
え

も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
ぬ
り
え
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

町
内
の
ポ
ケ
ふ
た
は
道
の
駅
あ
し
ょ
ろ
銀
河

ホ
ー
ル
21
前
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ

2222 2020. ６
広報あしょろ23232020. ６

広報あしょろ

日本一寒い町、北海道陸別町の特産品
「山と森のごちそうカタログ」からのご紹介

～道の駅10周年記念品～ほんべつばうむ

　「キトピロ」とは、アイヌ語で行者にんにく

のこと。

「キトピロの味噌」120ｇ594円（税込）

　陸別産の行者にんにくを、無添加味噌とてん

さい糖、マスコバド糖で味付けしました。

「キトピロの塩」34ｇ594円（税込）

　陸別産の行者にんにくを丁寧に乾燥し、オホ

ーツクの焼塩と合わせました。

詳　細　陸別町観光物産館（道の駅内）

　　　　☎２７－２０１２

　昨年、道の駅10周年を記念して作られた「ほ

んべつばうむ」。生地には本別町産きたほなみ

１００％の小麦粉と蜂蜜をふんだんに使用して

います。そのまま食べてもおいしいですが、電

子レンジで20秒ほど温めると、ふわふわな食感

と蜂蜜の風味をより一層味わうことが出来ます。

今年も引き続き特別価格の１，１５０円で販売

しておりますので、贈り物や引き出物にもぜひ

ご利用ください。

詳細・販売場所

　道の駅ステラ★ほんべつ　☎　２２－５８１９

知
っ
て
い
ま
す
か
？
道
の「
苦
情
審
査
委
員
」制
度

・
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内
容
を
審
査
す

る
制
度
が
「
北
海
道
苦
情
審
査
委
員
」
制
度
で
す
。

・
皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
わ
る
苦
情
で
あ
れ

ば
、
苦
情
審
査
委
員
に
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

・
皆
さ
ん
に
変
わ
っ
て
、
苦
情
審
査
委
員
が
公

正
で
中
立
的
な
立
場
か
ら
、
道
の
関
係
機
関
に

対
し
、
必
要
な
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

・
審
査
の
結
果
、
道
の
業
務
に
不
備
な
点
や
制

度
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、
道
の
関
係
機
関
に

対
し
、
必
要
な
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

・
個
人
情
報
の
保
護
に
も
十
分
配
慮
し
ま
す
。

①
苦
情
申
立
書
の
窓
口
は
、
道
庁
の
「
道
政
相

談
セ
ン
タ
ー
」
か
各
総
合
振
興
局
の
総
務
課
で
す
。

②
苦
情
申
立
書
の
付
い
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
で
も
申
立
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

④
「
苦
情
申
立
書
」
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
郵
送
・
フ
ァ
ク

ス
・
メ
ー
ル
で
も
申
し
立
て
が
で
き
ま
す
。

詳
細　

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政
相
談

セ
ン
タ
ー

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
５
２
３
（
直
通
）

Ⓕ
０
１
１

－

２
４
１

－

８
１
８
１

Ⓜk
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k
aid

o.lg
.jp

不
法
無
線
局
か
ら
暮
ら
し
を
守
ろ
う
！

　

不
法
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
ラ
ジ
オ
に
障
害

を
与
え
る
な
ど
、
日
常
生
活
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
だ
け
で
な
く
、
警
察
、
消
防
、
救
急
、
防
災
、

交
通
な
ど
、
人
命
に
関
わ
る
重
要
な
無
線
通
信

を
妨
害
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
ま
す
。

　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で
は
、
電
波
の

使
わ
れ
方
を
監
視
し
、
適
正
な
電
波
環
境
の
維

持
に
努
め
て
い
ま
す
。
電
波
に
関
す
る
困
り
ご

と
や
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
細　

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

☎
０
１
１

－
７
３
７

－

０
０
９
９

電
話
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午

後
１
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

本
別
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
ま
し
た

　

本
別
地
区
保
護
司
会
で
は
、
６
月
１
日
に
本

別
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設

し
ま
し
た
。
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と

は
、
保
護
司
の
地
域
に
お
け
る
更
生
保
護
活
動

の
拠
点
で
あ
り
、
地
域
住
民
か
ら
の
相
談
や
保

護
観
察
者
と
の
面
接
、
情
報
提
供
の
場
と
し
て

も
活
用
さ
れ
ま
す
。

詳
細　

本
別
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
30

－

４
４
４
０

開
所
日　

毎
週　

月
・
水
・
金
（
祝
日
・
年
末

年
始
は
休
み
）

場
所　

本
別
町
北
４
丁
目
３
番
地
90

北
海
道
み
ん
な
の
日
（
道
み
ん
の
日
）

　

１
８
６
９
年
（
明
治
２
年
）
北
海
道
の
名
付

け
親
と
さ
れ
る
松
浦
武
史
郎
が
、
明
治
政
府
に

「
北
加
伊
道
」
と
い
う
名
称
を
提
案
し
た
７
月

17
日
は
「
北
海
道
み
ん
な
の
日
」
愛
称
「
道
み

ん
の
日
」
で
す
。「
道
み
ん
の
日
」
は
、
北
海

道
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
文
化
、
風
土
を
見
つ

め
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
北
海
道
を
考
え
る
日
と

し
て
、
平
成
29
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
道
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
北
海
道
に
愛
着
や
誇
り
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
道
外
か
ら
訪
れ
る
方
、
本
道
に
ゆ
か
り
の

あ
る
方
に
、
北
海
道
の
魅
力
を
発
信
す
る
機
会

と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

詳
細　

北
海
道
環
境
生
活
部
く
ら
し
安
全
局
道

民
生
活
課

☎
０
１
１

－

２
０
４

－

５
６
６
３

菩
提
寺
の
鐘
の
音
清さ

や

か
春
の
昼	

		
					

			
						

			

山
岸　

清
子

吹
雪
に
も
凛
と
構
え
し
木
立
か
な	

			
					

			
							

	

青
山　

彰
三

十
勝
野
の
銀
と
か
が
や
く
春
の
雪	

			
					

			
							

	

小
山　

博
子

休
校
の
む
ず
か
る
子
等
や
春
の
雨	

			
					

			
							

	

多
田　

澄
子

面
会
の
禁
止
の
施
設
春
の
雨	

		
					

			
						

			

坂
本　

夢
乃

春
風
に
髪
な
び
か
せ
て
女
学
生	

		
					

			
						

			

吉
田　

哲
子

啓け
い
ち
つ蟄

や
出
入
り
忙
し
き
ビ
ニ
ハ
ウ
ス	

			
					

			
							

	

湯
浅　

保
子

春
の
雨
母
子
寄
り
添
い
登
校
す	

		
					

			
						

			

高
橋
と
し
子

啓け
い
ち
つ蟄

の
ま
だ
土
現あ

れ
ぬ
北
に
住
む　

　
　
　
　
　
　

	
						

山
本
ひ
ろ
し

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま	

					
			

	
足
寄
凍
土
吟
社

俳	

句

町民文芸

ココ

北
４
丁
目

北
３
丁
目

道
の
駅

ス
テ
ラ
★
ほ
ん
べ
つ

国
道
２
４
２
号

フォトファクトリー西村さま

↓

↑
河合歯科医院さま

↑
砂原会計

事務所さま

vol. １vol. １

　

４
月
か
ら
役
場
経
済
課
商
工
観
光
振
興
室

で
勤
務
し
て
い
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
金

根
（
き
ん　

こ
ん
）
で
す
。
こ
れ
か
ら
外
国

人
観
光
客
の
目
線
で
足
寄
町
の
観
光
情
報
の

発
信
と
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
が
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　

足
寄
に
は
農
場
や
牧
場
、
博
物
館
か
ら
国

立
公
園
な
ど
の
観
光
資
源
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
海
外
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

は
足
寄
に
関
す
る
情
報
が
少
な
く
、
こ
れ
ら

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
海
外
か
ら
北

海
道
を
訪
ね
る
観
光
客
の
方
に
、
足
寄
町
が

目
的
地
に
行
く
途
中
の
休
憩
所
だ
と
考
え
ら

れ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
事

前
に
調
べ
て
き
て
い
る
お
客
様
も
経
由
地
と

し
て
来
て
い
る
お
客
様
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
調

べ
た
ら
「
あ
！
足
寄
町
っ
て
こ
う
い
う
町
な

ん
だ
。
な
ん
か
面
白
そ
う
だ
な
！
」
と
い
う

印
象
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
足
寄
町
の
持

ち
味
を
生
か
し
な
が
ら
、
町
内
の
田
園
風
景
、

自
然
豊
か
さ
、
開
拓
の
歴
史
な
ど
を
動
画
、

写
真
、
文
章
で
国
内
外
の
人
々
に
発
信
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
持
続
的
観
光
発
展
は

観
光
客
の
体
験
を
重
視
す
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
自
分
で
体
験
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
取
材
に
お
邪
魔
す
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

名
前
：
金　
根（
苗
字
が
金
で
、
名
前
が
根
で
す
）

出
身
：
中
国
最
北
端
の
黒
竜
江
省
、
少
数
民
族

の
一
つ
で
あ
る
朝
鮮
族
で
す
。（
両
親
は
現
在

韓
国
在
住
）

来
日
：
平
成
22
年
４
月
（
10
年
前
）

経
歴
：
平
成
22
年
４
月
か
ら
平
成
26
年
ま
で
東

京
で
４
年
間
暮
ら
す

平
成
26
年
４
月
信
州
大
学
農
学
部
森
林
科
学
科

入
学

平
成
30
年
４
月
信
州
大
学
大
学
院
に
進
学

令
和
２
年
４
月
現
在　

役
場
経
済
課
商
工
観
光

振
興
室
で
勤
務
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

　

足
寄
町
に
は
大
学
３
年
生
の
時
担
当
教
員
の

岡
野
哲
郎
教
授
と
九
大
演
習
林
の
ミ
ズ
ナ
ラ
の

調
査
に
初
め
て
来
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
そ
の

ミ
ズ
ナ
ラ
林
を
研
究
対
象
と
し
て
修
士
ま
で
研

究
を
続
け
、
毎
年
８
月
末
か
ら
９
月
初
旬
に
か

け
て
足
寄
町
に
2
週
間
滞
在
し
な
が
ら
森
の
調

査
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
足
寄
が
好
き

で
足
寄
で
就
職
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

町別陸 町別本



　「うちの人気者」では２歳前後の子ども

を毎月２～３人掲載しています。

　掲載を希望される方は、お気軽に役場総

務課広報広聴担当までご連絡ください！メ

ールでも受け付けています。

☎２５－２１４１内線３３４

Mail:kouhou@town.ashoro.hokkaido.jp

今月の表紙

広報あしょろ６月号　№８０６
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☆広報広聴担当になり、はや２か月が経

ちました。撮影や編集、ホームページ

の更新など、楽しみながら日々勉強し

ています。

☆しかし、本来ならフキまつりや運動会・

体育祭、うちの人気者の取材に行って

いたんだなあと思うとすこし残念です。

☆ちなみに今回のうちの人気者はご家庭

で撮影した写真を送っていただきまし

た。お父さんお母さんにしか引き出せ

ない癒しの表情…！ご協力ありがとう

ございました。

☆令和２年４月末の住民基本台帳人口を

お知らせします。

　　人　口　６，７２５人

　　　男　　３，２８８人

　　　女　　３，４３７人

　　世　帯　３，４７１世帯

笹井　芽依ち
  ゃ
   ん

� （平成30年６月22日生まれ）

　食べるのが大好き！おなかの

ふくらみはどこまで続くのか…？笑

これからもたくさん食べて大き

く成長してね♪

� 直樹・千晶さ
んの子

� （大誉地本町）

　感染症予防のため、きちんと手洗いしてい

る認定こども園どんぐりでのスナップです。

 

ひとのうごき

５月末の住民基本台帳

人　口　　６，７３３　人　（＋８)

　男　　　３，２８９　人　（＋１)

　女　　　３，４４４　人　（＋７)

世　帯　　３，４７９世帯（＋８)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

佐々木　郁登ち
  ゃ
   ん

� （平成30年６月22日生まれ）

　楽しい音楽が流れるとビート

を刻み、可愛いものを見ると笑

みをこぼす。兄妹の激しい遊び

に果敢に挑む姿は何とも頼もし

い。うちの癒しの末っ子よ、心

も体もＢＩＧに育っておくれ。

� 匠・彩乃さ
んの子

� （栄町２丁目）


